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Ｗ．Ｂ．Ｙｅａｔｓ 論

－－Ｌ簾ＺＰ僻朔ｓの世界－－

川

　　

上

　　

，武

　　

志

　

Ｚ粥 粥ｏ冠剛‘卿れ云彰 ＷＺ”ｄｏｚｕｐα〃ｅ（１９３４） で， Ｙｅａｔｓは晩年のＳｗｉｆｔの狂気の原因は， 貴族主義

の崩壊が民主主義・ルソー・フランス革命によってもたらされると予見した事にあったと述べ，
Ｓｗｉｆｔの墓碑銘ｔＨｅｈａｓｇｏｎｅ ｗｈｅｒｅｆｉｅｒｃｅｉｎｄｉｇｎａｔｉｏｎ〔ｓａｅｖａｉｎｄｉｇｎａｔｉｏ〕ｃａｎｌａｃｅｒａｔｅｈｉｓｈｅａｒｔｎｏ

ｍｏｒｅ．
’を史上最も偉大なものであると言う（１）． Ｙｅａｔｓの

Ｓｗｉｆｔに対する好意は， Ｙｅａｔｓが１８世紀の

農本主義の時代， 貴族と農民とが結び付いた文化状況に特に憧れたという理由にもよるが， それ以

上にＳｗｉｆｔの個性と強烈な生き方に示されたと言ってよいだろう，確かにＹｅａｔｓが晩年に書い，た幾

つかの詩にはＳｗｉｆｔの影が付き纏っている．Ｓｗｉｆｔ風の
（ｆｉｅｒｃｅｉｎｄｉｇｎａｔｉｏｎ

’は，一種のエネルギーの

発現であり，死期の間近な詩人が志向する態度であうた，
．これがＬα財Ｆｏｇ’タ２ｓを覆っている一つの基

調になっている．例えば
乙α財Ｐｏｅ鯛ｓのバラッド群は

　　　

ＹｅａｔｓがＳｗｉｆｔの時代の精神的遺産を，現

代のアイルランド農民の中に見いだしたこともあって－－ 単純さへの帰還を意味するだろう，題材

が性的であれ政治的であれ， 簡潔なものには始原的エネルギーが内包されるからである．

　

しかし我々がｔＵｎｄｅｒＢｅｎＢｕｌｂｅｎ’の結びとなっているＹｅａｔｓの墓碑銘

　　　　　　　　

　

　　　　

　　　　　　

　

　　　　　　　

届ｏγ鰹粥αれ，Ｐｑｓｓｂツ／
（２）

に出会うとき， 歴史の輪廻を期待して貴族の象徴であり， 又妖精界を駆けるという
（騎士’に退出を

命じている様にも見える． 果して， この墓碑銘は英雄的であろうとした詩人自身の挽歌なのだろう

か．生と死に投げ掛けられる冷徹な視線は，
ｔｆｉｅｒｃｅｉｎｄｉｇｎａｔｉｏｄを含むのであろうか．筆者はこの小

論で，Ｙｅａｔｓの晩年３年間の作品
乙””月ｏＢ粥ｓを中心に， その悲劇的相を検討してみよう，と思う．

　

（テクストの問題がある．Ｍａｃｍｉｌｌａｎ版の乙α郡Ｒｏｅ粥ｓのうち
ｔＴｈｅＧｙｒｅｓ から

ｔＡｒｅ Ｙｏｕ Ｃｏｎｔｅｎｔ
’

迄の詩はＭｅｗＲｏｅ粥ｓという題で１９３８年にＣｕｌａｌａＰｒ・ｅｓｓから出版されたものであり， ０“豹βＢｏａ毎γ

の３篇を別にした残りの詩は，Ｙｅａｔｓの死の直後に
Ｌｑ財Ｆｏｇ粥ｓα７２αＴＷＯ月加雄という題の下で発表

されている． この間に詩的推移がもしあるとすると， どの様なものであろうか．）

（１）

Ａ

　

湾櫛ｏれに従ってＹｅａｔｓの晦渋な史観を要約すると，２０００年周期内における客観的・本源的
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（ｔｏｂｊｅｃｔｉｖｅ’，
ｔ
ｐｒｉｍａｒｙ

’）時代と主観的・対照的（（ｓｕｂｊｅｃｔｉｖｅ’，
ｔａｎｔｉｔｈｅｔｉｃ副’）時代の交代であり， こ

の間には２８相に分けられる客観と主観の量の増減の連続的変化がある．彼はこれを相反して回転す

る二つの輪（ｇｙｒｅｓ）の組み合わせというダイアグラムを使って説明している．それによると現代は

抽象化作用の期間に当る第２３相に属していて，その後増々本源色を強めて行くという．現代社会が

向かう方向は，Ｐ”’警防のγの陰惨で異様なムードに最も象徴されているが，そこに描き出されるのは

徹底した文明の破壊である．Ｙｅａｔｓは時代の荒廃の責任は，現代の平均化し対立を持たない中産階級

にあると常に主張する．
０７２豹ｅβのＺ８γのｔＴｏ‐ｍｏｒｒｏＷＳＲｅｖｏｌｕｔｉｏｄ では次の様に言う．

　　

Ｓｉｎｃｅａｂｏｕｔｌ９ｏｏｔｈｅｂｅｔｔｅｒｓｔｏｃｋｓｈａｖｅｎｏｔｂｅｅｎｒｅｐｌａｃｉｎｇｔｈｅｉｒｎｕｍｂｅｒｓ，ｗｈｉｌｅｔｈｅｓｔｕｐｉｄｅｒ

　　

ａｎｄｌｅｓｓｈｅａｌｔｈｙｈａｖｅｂｅｅｎｍｏｒｅｔｈａｎｒｅｐｌａｃｉｎｇｔｈｅｉｒｓ． Ｕｎｌｅｓｓｔｈｅｒｅｉｓａｃｈａｎｇｅｉｎｔｈｅｐｕｂｌｉｃ

　　

ｍｉｎｄｅｖｅｒｙｒａｎｋａｂｏｖｅｔｈｅｌｏｗｅｓｔｍｕｓｔｄｅｇｅｎｅｒａｔｅ，ａｎｄ，ｉｎｆｅｒｉｏｒｍｅｎｐｕｓｈｕｐｉｎｔｏｉｔｓｇａｐｓ，

　　

ｄｅｇｅｎｅｒａｔｅｍｏｒｅａｌ．ｄｍｏｒｅｑｕｉｃｋｌｙ（３｝，

Ｌαｓ云Ｆｏｅ粥ｓでもＹｅａｔｓがｔ大衆の反逆’に直面するとき， 殆ど同一内容のフレーズが現れて，いる．例

えば，
ｔＢａｓｅｄｒｏｖｅｔｈｅｂｅｔｔｅｒｂｌｏｏｄ（ｔＴｈｅｓｔａｔｅｓｍａｄｓＨｏｌｉｄａｙ

’），
ｔｏｎｇｍｇｌｉｎｇｓｔｏｃｋｓｇｒｏｗｎｇｒｅａｔ，

ｇｒｅａｔｓｔｏｃｋｓｒｕｎｄｒｙぐＡＢｒｏｎｚｅＨｅａｄ），ＢａｓｅｂｏｒｎｐｒｏｄｕｃｔｓｏｆｂａｓｅｂｅｄぎぐＵｎｄｅｒＢｅｎＢｕｌｂｅｄ）等．

これに反して彼が自分の家系の貴族性について， 何度も繰り返すのはいささか異状な程であるが，

アリストクラシーを信じていた者にとっては真剣であった．Ｙｅａｔｓの
ｔ善悪の観念’からすると秩序

や美が正であったが，乙αｓＺＰ鑓伽ｓでも究極の目論みは秩序の回復にあった，そして彼が文明の退廃

を歌うときに， 対抗して用いられるのは，
【石’のアイコンである．（石も無論， 多くの異体を持ち，

時によってブロンズや大理石等に形を変える．）この石化の傾向で，Ｙｅａｔｓは現代の無定形（ｆｏｒｍ‐

ｌｅｓｓ）に対する定形（ｆｒｏｍ）の回復を意図しようとする．

　

２０世紀世界の無秩序に対する石の象徴の例として，
｛Ａ ＢｒｏｎｚｅＨｅａｄ を見てみよう． 詩は

Ｙｅａｔｓ

の嘗ての恋人であるＭａｕｄＧｏｎｎｅの生涯を中心にして展開されるが，

ｏｒｅｌｓｅｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｒｓｕｐｅｒｎａｔｕｒａｌ；

Ａｓｔｈｏｕｇｈａｓｔｅｒｎｅｒｅｙｅｌｏｏｋｅｄｔｈｒｏｕｇｈｈｅｒｅｙｅ

ｏｎｔｈｉｓｆｏｕｌｗｏｒｌｄｉｎｉｔｓｄｅｃｌｉｎｅａｎｄｆａｌｌ；

ｏｎｇａｎｇｌｉｎｇｓｔｏｃｋｓｇｒｏｗｎｇｒｅａｔ，ｇｒｅａｔｓｔｏｃｋｓｒｕｎｄｒｙ，

ＡｎｃｅｓｔｒａｌｐｅａｒＩＳａｌｌｐｉｔｃｈｅｄｉｎｔｏａｓｔｙ，

Ｈｅｒｏｉｃｒｅｖｅｒｉｅｍｏｃｋｅｄｂｙｃｌｏｗｎａｎｄｋｎａｖｅ，

Ａｎｄ ｗｏｎｄｅｒｅｄｗｈａｔｗａｓｌｅｆｔｆｏｒｍａｓｓａｃｒｅｔｏｓａｖｅ｛４）．

ブロンズ像は亡きＭａｕｄの老年の顔－－時間による美の破壊－－ がモデルになっていることで
ｔｈｕｍａｄ であり，永遠界から狂気にあるＬｅａｒの様に現世を眺めるので

（ｓｕｐｅｒｎａｔｕｒａｒ でもある．その

眼差はＹｅａｔｓの好む高みに在る鳥の目であり， 墓碑銘の目の様に厳格であり， 現世の堕落に対して

什鄭ｆｅγたα卿ｓｓｇｏを内在させている． この目に虐殺で世界が救われるかと問わせる
Ｙｅａｔｓは如何にも

アイロニカルだが， 時代の車輪（ｇｙｒｅｓ）の回転の不可避を見ているからであろう．

　

ｔＴｈｅＳｔａｔｕｅざ では石のアイコンと文明の関係を，
（ＡＢｒｏｎｚｅＨｅａｄよりもっと大きな視野から見

ている． つまり時間のスパンを２０００年間の文明に拡大しているのだが， この詩は Ａ 匿ｓＺｏ７２の哲学

に基づく美術史であると云って差支えないだろう． 取り扱われるのが彫刻であるのは表題が物語っ
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ている， そして交錯する本源と対照に相当するのは， アジア
とヨーロッパ（アジアとの接点となっ

ているギリシア） である． ＥＩ１ｍａｎｎは
Ｙｅａｔｓのアジアとヨーロッパの見解を，

　　　

……ｈｅｃｏｎｃｅｉｖｅｄｏｆＡｓｉａａｓｈａｖｉｎｇｔｈｅｐｏｓｉｔｉｖｅｖａｌｕｅｓｏｆｓｉｍｐｌｉｃｉｔｙ，ｎａｔｕｒａｌｎｅｓｓ，ｐｒｅｓｃｒｉ‐

　　　

ｂｅｄｄｕｔｉｅｓ，ａｎｄｔｒａｄｉｔｉｏｎ，ａｎ
ｄｔｈｅｎｅｇａｔｉｖｅａｔｔｒｉｂｕｔｅｓｏｆｆｏｒｍｌｅｓｓｎｅｓｓ，ｖａｇｕｅｎｅｓｓ，ｉｍｍｅｎ‐

　　　

ｓｉｔｙ，ａ
ｂｓｔｒａｃｔｎｅｓｓ，ａｓｃｅｔ

ｉｃｉｓｍ，ａｎ
ｄｓｕｂｍｉｓｓｉｖｅｎｅｓｓ……Ｂｍｏｐｅ，ｏｎｔ

ｈｅｏｔｈｅｒ．ｈａｎｄ，ｓｔｏ（ぬｆｏｒ

　　　

ｈｉｓｔｏｒｙ，ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ，
ｆｌｅｓｈ，ｍｅｔａｐ

ｈｅｒ，ｃｏｎｃｒｅｔｅｎｅｓｓ，ａｎ
ｄａｇｇｒｅｓｓｉｖｅｎｅｓｓ

｛５）
．

といった具合に適当にまとめている，
ＹｅａｔｓはＡ 湾鱒ｏ”でもはっきりと本源的なものにアジア的な

ものを対応させているが，
ｔＴｈｅＳｔａｔｕｅｓ’では対照的・定形のヨーロッパと本源的・無定形のアジア

の対立と影響の弁証法的展開がある， この詩で先ず， サラミスの海戦でのギリシアの
勝利を， ピタ

ゴラスの数理を基礎としているギリシア彫刻（ｆｏｒｍ）のアジア（ｆｏｒｍｌｅｓｓｎｅｓｓ）に対する勝利と見倣

し， それを形象化した芸術家の想像的情熱の偉大さが称えられる，
ギリシアにあって， 芸術家の手

によって数量（
ｔｍｅａｓｕｒｅｍｅｎビ）に想像力による肉化が施され，美が産み出されたと言うのである，

続いてギリシア美術の東洋への伝播と影響に移るが，Ｙｅａｔｓはヨーロッパが数量の抽象のみに始終

することを危険だと考えた，少なくとも
Ｂｕｄｄｈａの空虚な眼球は抽象化の意味を知っていると．この

視点を変えた東洋からの西洋批判に，Ｙｅａｔｓの想像力に幾可学的形式の下に常に肉体を見いだすと

いう感覚がある事が分かる｛６）．
ｔＴｈｅＳｔａｔｕｅざの複数形は， 基本的にはギリシア彫刻と仏像の対立で

あるが， 最終連では先きに述べた本源色を強める現代の相と抽象化の
進行に対崎するアイルランド

彫刻が並べられる，

ＷｒｈｅｎＰｅａｒｓｅｓｕｍｍｏｎｅｄＣｕｃｈｕｌａｉｎｔｏｈｉｓｓｉｄｅ，

ＷｒｈａｔｓｔａｌｋｅｄｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅＰｏｓｔｏｆｆｉｃｅ？

　

Ｗｒｈａｔｉｎｔｅｌｌｅｃｔ，

Ｗｒｈａｔｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ，ｎｕｍｂｅｒ，ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ，ｒｅｐ
ｌｉｅｄ？

Ｗｒｅ工ｒｉｓｈ，ｂｏｒｎｉｎｔｏｔｈａｔａｎｃ
ｉｅｎｔｓｅｃｔ

Ｂｕｔｔｈｒｏｗｎｕｐｏｎｔｈｉｓｆｉｌｔｈｙ ｍｏｄｅｒｎｔｉｄｅ

Ａｎｄｂｙｉｔｓｆｏｒｍｌｅｓｓｓｐａｗｎｉｎｇｆｕｒｙｗｒｅｃｋｅｄ，

Ｃ１ｉｍｂｔｏｏｕｒｐｒｏｐｅｒｄａｒｋ，ｔｈａｔｗｅｍａｙｔｒａｃｅ

Ｔｈｅｌｉｎｅａｍｅｎｔｓｏｆａｐｌｕｍｍｅｔ‐ｍｅａｓｕｒｅｄｆａｃｅ．
｛７）
．

神話の英雄であるＣｕｃｈｕｌａｉｎとイースター革命の指導者Ｐｅａｒｓｅとのアイデンティティにギリシア

が結合する．この結合は，
Ｙｅａｔｓがケルトの祖先をエジプトに辿れると考えていたという事で説明が

つくとして， ギリシア的均衡美と情熱をアイルランド固有の物に見い
だそうということである． 要

するに価値の相対化に対するＹｅａｔｓの反対願望の表明になるが， 彼は所謂伝統的ヨーロ
・ッパ世界と

これを受け継ぐアイルランドの救済を望んでいた， この詩には歴史の必然としての世界の
崩壊と無

秩序に対して， やはり定形（ｆｏｒｍ）の強調がある．●が
Ａｕｄｅｎが ＺぬｅＰだ‘ｚｄｅの分析で，「幾可学的

真理」の象徴だとする石にｔｐａｓｓｉｏｎ，ｗｈｉｃｈｉｔｓｅｌｆ／工ｓｈｉｇｈｅｓｔｒｅａｓｏｎｌｎａｓｏｕ
ｌｓｕｂｌｉｍｅ’に支えられる

「詩的真理」（８｝がＹｅａｔｓにとって付け加わらなければならなかった事・も同時に強調されなければな

らない．

　

さてアイルランド民族が登る未来には，
ｔｄａｒｋ’が特受けている， しかも宿命的な輪（ｇｙｒｅｓ）は，

周期の終りに近付いている． しかしＹｅａｔｓには巨大な歴史の形成力を
牟む（暗闇’が予測されるだけ
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で， ｍｉｎｕｔｅｐａｒｔｉｃｕｌａｒざは未知のままである． 彼はこの終末の予測の不可能さを自分の
死とも一致

させて， ｄａｒｋ
’という語でよく表現する． 例えば（ｄａｒｋ 庇ｔｗｉｘｔ

　

ｔｈｅ

　

ｐｏｌｅｃａｔａｎｄｔｈｅ

　

ｏｗｒ

　

ぐＴｈｅ

Ｇｙｒｅｓ
’），Ｎｏｄａｒｋｔｏｍｂ－

ｈａｕｎｔｅｒｏｎｃｅ’（【Ａ Ｂｒｏｎｚｅ Ｈｅａｄ’），
（Ｔｈｅｒｅｉｎｔｈｅｔｏｍｂｔｈｅｄａｒｋ ｇｒｏｗｓ

ｂｌａｃｋｅｒぐＴｈｅＢ１ａｃｋＴｏｗｅ）．・このよ
．うに新たに始まる本源の第１相はＹｅａｔｓにとって未予見であ

り，超自然的・暴力的な何物かが準備されていて，
ｔｔｈｅｓｅｃｏｎｄｃｏｍｉｎｇ には荒々しい神が出現する

かもしれない．Ｆｒｙｅはロマン派の詩人が神について書こう
とするとき， 場を持たないか，

ｔ上音腎比

峨より一層確かなミ内音胃比強を見つけると述べているが（９）， Ｙｅａｔｓをロマン派の系譜の最後に位置

付けると， 彼の
ｔ内音胃比職はＢ１ａｋｅの 撫 順αγ“α卵 げ品数ひ靴 αれα品錫‘の地獄降りの

（暗闇’であ

り，
【ＰｒｏｖｅｒｂｓｏｆＨｅｌｒの発見のようなリアリティを持たなければならない筈である． 自己の位置を

高所に置こうとする意識を持つＹｅａｔｓにとって，
ｔ暗闇’への上昇は，ある暖昧さを生じさ・せている，

Ｌα影Ｆｏｇ物ｓには．こう
●いった上昇・●下降の奇妙なアンバランスがある．ここではこの問題に立ち入ら

ないがｉ・詩人の疎外感を示していると考えれば十分だろう， つまり時代への所属の不明さが
Ｙｅａｔｓ

の悲劇の根底になっている．Ｓｔｏｃｋも「常にＹｅａｔｓ・は消失した時代に生きていて，自
分がその時代に

生きているから， それが現在と同じように実在していると知っている人間のように書いている．
だ

から彼の詩は時間の内側にあると同時に外側にもあるのである．」
（ｌｏ｝と指摘している．

（２）

　

Ｙｅａｔｓは所属させたい時代が持っていたエレメントの消失に， 未来での本源相に対する対照的相

の流入によって感傷的な慰めを得ようとする． 対照的流入はどの様な形になるのかは， 依然として

謎であるが， この流入は必ず起こるのであり，－又起こらなければならな，い，
ｔＴｈｅＧｙｒｅｓ

’では， 彼は

自分の史観を逆手に取って， 本源相を飛越，えて対照相へと時間移動を可能にしている． この詩でギ

リシア以来の２０００年の文化の崩壊を， ただ傍観するだけの
ｔＲｏｃｋｙ Ｆａｃｅ

　　　

石のアイコン

を， Ｙｅａｔｓの Ｍａｓｋ， 即ち老齢の詩人が求めた不動の顔とすると，

　

Ｃｏｎｄｕｃｔａｎｄｗｏｒｋｇｒｏｗｃｏａｒｓｅ，ａｎｄｃｏａｒｓｅｔｈｅｓｏｕｌ，

　

Ｗアｈａｔｍａｔｔｅｒ？

　

ＴｈｏｓｅｔｈａｔＲｏｃｋｙＦａｃｅｈｏ１ｄｓｄｅａｒ，

　

Ｌｏｖｅｒｓｏｆｈｏｒｓｅｓａｎｄｏｆ・ｗｏｍｅｎ，ｓｈａｌｌ，

　

Ｆｒｏｍ ｍａｒｂｌｅｏｆａｂｒｏｋｅｎｓｅｐｕｌｃｈｒｅ，

　

ｏｒｄａｒｋｂｅｔｗｉｘｔｔｈｅｐｏｌｅｃａｔａｎｄｔｈｅｏｗｌ，

　

ｏｒａｎｙｒｉｃｈ，ｄａｒｋｎｏｔｈｉｎｇｄｉｓｉｎｔｅｒ

　

Ｔｈｅ ｗｏｒｋｍａｎ，ｎｏｂｌｅａｎｄｓａｉｎｔ，ａｎｄａｌｌｔｈｉｎｇｓｒｕｎ

、ミｏｎｔｈａｔｕｎｆａｓｈｉｏｎａｂｌｅｇｙｒｅａｇａｉｎ（１ー）．

一応ｔｕｎｆａｓｈｉｏｎａｂｌｅｇｙｒｅは慰めを与える様に見える． しかし既に二連目から何度も繰り返される
ｔＷｈａｔｍａｔｔｅｒＰ で，．彼がその時代の具現に直接関与し得ない故に， 調子は次第に自棄的な兆候を帯

び始め， ジェスチャーは大仰になる． そして時間が総てを造り壊すといった劇化する
・見方が明らか

になって，登場人物も劇の進行に歩調を合わせる事が要求される．この考えが ａｐｉｓＬａｚｕｌｉ
’の二連

日になる．

１５８
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ＡＩ１ｐｅｒｆｏｒｍｔｈｅｉｒｔｒａｇｌｃｐｌａｙ

ＴｈｅｒｅｓｔｒｕｔｓＨａｍｌｅｔ，ｔｈｅｒｅｉｓ
．Ｌｅａｒ，

”．，，．・”・，，．．，．．．，，，．，，（１２）

Ｙｅａｔｓは次の連で連綿とした歴史の交代劇を述べるが， その前にあっては芸術品にさえ懐疑的にな

る，
ｔＢｙｚａｎｔｉｕｍ で表現した‘ｇｏｌｄｅｎｎｉｇｈｔｉｎｇａｌｅ．は、，完成された永遠の象徴であった．、ただ瑠璃

やはり石のアイコン一一に刻まれた中国人は， たとえ芸術品である瑠璃が風化する運命にあって

も， 歴史の舞台の生成を目撃するだけである．

Ｔｈｅｒｅ，ｏｎｔｈｅ ｍｏｕｎｔａ
ｉｎａｎｄｔｈｅｓｋｙ，

ｏｎａｌｌｔｈｅｔｒａｇｉｃｓｃｅｎｅｔｈｅｙｓｔａｒｅ
（１３）
，

一見するとこの詩でもヨーロッパとアジアの対比がある， しかしＨａｍ
ｌｅｔ・やＬｅａｒと中国人は， 劇を

演じる側と見る側の立場の違いだけで， 歴史の劇の進行そのものには相違がない事を指摘しておこ

一

　

演

　

う

　

ｔＴｈｅＧｙｒｅｓや１ＬａｐｉｓＬａｚｕｌｉ’の根底には劇意識がある．一般に劇には対立・葛藤が必要とされる

が，実にＹｅａｔｓ・の晩年の詩の特徴として劇化が挙げられる．彼にとって自己の世界が収縮するとき，
残されるものは過程であり力の概念であった． 彼は文明の衰額を戦の欠如にあるとする，

０７２

　

豹ｅ

β〆をγでは

　　

Ｔｈｅ ｄａｎｇｅｒｉｓｔｈａｔ

　

ｔｈｅｒｅ

　

ｗｉｌｌ

　

ｂｅｎ。 ｗａｒ，ｔｈａｔ

　

ｔｈｅ

　

ｓｋｉｌｌｅｄ ｗｉｌｌ

　

ａｔｔｅｍｐｔ

　

ｎｏｔｈｉｎｇ，ｔｈａｔ

　

ｔｈｅ

　　

Ｅｕｒｏｐｅａｎｃｉｖｉｌｉｓａｔｉｏｎ，ｌｉｋｅｔｈｏｓｅｏｌｄｅｒｃｉｖｉｌｉｓａｔｉ。ｎｓｔｈａｔｓａｗｔｈｅｔｒｉｕｍｐｈｏｆｔｈｅｉｒｇａｎｇｒｅ
ｌ

　　

ｓｔｏｃｋｓ，ｗｉｌｌａｃｃｅｐｔｄｅｃａｙ
（１４）
．

と述べ， こうしてＹｅａｔｓは英雄へ自己投影して行くことになる， 英雄はイメージを追求し， 死にお

いてのみイメージを獲得することが出来る． このイメージの可視的部分は， 英雄を取り巻く外部環

境となり，それに戦を挑むのである．しかし英雄は主観的（ｓｕｂｊｅｃｔ
ｉｖｅ）なので，自己の作り出した

イメージの追求は， 内部的戦ともなる． そして死がイメージを完結させるので， 戦には必然的に敗

れなければならない， つまり英雄は対照的であり， 本源的な世界に置かれると， 戦はいつも悲劇的

なものになるのである． 終末感と死がＹｅａｔｓを悲劇的英雄にさせるのだが， 戦は過程そ－のもので

あって目的には左右されない， 更に戦には活力と意志が必要とされ

　

エネルギーの発散は悦びとな

る．
Ｙｅａｔｓは悲劇を

　　

ＳｏｍｅＦｒｅｎｃｈｍａｎｈａｓｓａｉｄｔｈａｔ……ｔｒａｇｅｄｙ（ｉｓｔｈｅｓｔｒｕｇｇｌｅ）ａｇａｉｎｓｔａｎｉｍｍｏｖａｂｌｅ；ａｎｄｂｅ‐

　　　

ｃａｕｓｅｔｈｅｗｉｌｌ，ｏｒｅｎｅｒｇｙ，ｉｓｇｒｅａｔｅｓｔｉｎｔｒａｇｅ
ｄｙ，ｔｒ・ａｇｅ

ｄｙｉｓｔｈｅｒ］〔ｌｏｒｅｎｏｂｌｅ；ｂｕｔｌａｄｄｔｈａｔ
（ｗｉｌｌ

　

ｏｒｅｎｅｒｇｙｉｓｅｔｅｒｎａｌｄｅｌｉｇｈｒ，ａｎｄｗｈｅｎｉｔｓｌｉｍｉｔｉｓｒｅａｃｈｅｄｉｔｍａｙｂｅｃｏｍｅａｐｕｒｅ－ａｉｍｌｅｓｓｊｏｙ，

　

ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｍａｎ，ｔｈｅｓｈａｄｅ，ｓｔｉｌｌｍｏｕｒｎｓｈｉｓｌｏｓｔｏｂｊｅｃｔ
｛１５）
．

と定義しているが， この悲劇的法悦はＮｉｅｔｚｃｈｅからの影響であることは言う迄もない；
工α諺Ｆｏｇ粥ｓ

でＹｅａｔｓは，意志することが創造であり，苦しみを悦びに変えるというＮｉｅｔｚＣｈｅ，流の実践を試みて

いる．

　　　　　

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　

：

　　　

●

　　　　　　　　　　

●

　　

．
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川

　

上

　

武

　

志

　

ｔＴｈｅ Ｇｙｒｅｓ
’やｔＬａｐｉｓＬａｚｕｌｉ’と同様にその主なものは初め 配れジＦｏｅ粥ｓに掲載されたものである

が， 詩人の自己劇化であり， 詩的エネルギーを希求する詩がある．
ｔＴｈｏｓｅｌｍａｇｅｓでは詩神の回復

のためにイメージとして求められるのは， 原始的・獣的なイメージである． そして老齢にあってこ

れを阻むのが想像力の減退ｔｔｈｅ

　

ｃａｖｅｒｎ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｍｉｎｄ’である． このＢ１ａｋｅの語句はｔＡｎ

　

Ａｃｒｅ

　

ｏｆ

Ｇｒａｓｓ では，
ｔｔｈｅｍｉｌｌｏｆｔｈｅｍｉｎぜ という句に取り代わる．

ｔＡｎＡｃｒｅｏｆＧｒａｓｓ’で老詩人は， Ｂ１ａｋｅ

やＭｉｃｈａｅＩＡｎｇｅｌｏが知っていたという芸術家の激情を渇望する．しかしその熱狂的叫びは悲劇に彩
られ， 詩人のポーズは狂乱的になっている． 安楽な老境を拒否する

ｔｔｈｅ

　

ｏｌｄ ｗｉｃｋｅｄ

　

ｍａｄ である

Ｙｅａｔｓは，又性的なものへと向い， 情熱的な恋人の役を演じようとする．
ｔＴｈｅＳｐｕｒ

Ｙｏｕｔｈｉｎｋｉｔｈｏｒｒｉｂｌｅｔｈａｔｌｕｓｔａｎｄｒａｇｅ

Ｓｈｏｕｌｄｄａｎｃｅａｔｔｅｎｔｉｏｎｕｐｏｎ ｍｙｏｌｄａｇｅ；

Ｔｈｅｙ ｗｅｒｅｎｏｔｓｕｃｈａｐｌａｇｕｅｔｈｅｎｌｗａｓｙｏｕｎｇ；

ＶＶｈａｔｅｌｓｅｈａｖｅｌｔｏｓｐｕｒｍｅｉｎｔｏｓｏｎｇＰ（１６｝

のように，Ｙｅａｔｓが膿雑な老人の色欲を題材にするときもエネルギーの要請である．Ｋｏｃｈによると
Ｙｅａｔｓは性的経験で，エネルギー，イメジアリィ，複雑で悲劇的関係に組み立てられる人間の基本的

二律背反を見いだそうとした（１７｝．（この意見は多分
ｔＴｈｒｅｅＢｕｓｈｅｓ’と， 続く一連の詩により当て緩

まるだろう，）しかしＹｅａｔｓがＤｏｒｏｔｈｙ Ｗｅｌｌｅｓｌｅｙへの手紙で婦ａｗＰｏｅｍｓは
（ｎｏｎｃｈａｌａｎｔｖｅｒｓｅ であ

ると書いているところをみると（１８｝， 彼自身この詩集をあまり評価しなかったのではなかろうか．

（３）

　

ｔＴｈｅＣｉｒｃｕｓＡｎｉｍａｌｓ’Ｄｅｓｅｒｔｉｏｎ’ではｔＴｈｏｓｅｌｍａｇｅｓ
’等で呼び起こされる活力に反して， 詩的想

像力の枯渇が述べられる．そして第二部の３つの連で，Ｙｅａｔｓは自己の文学経歴を回顧して，過去に

歌われた詩材を数え上げる． 彼はこの詩のタイトルとして， 最初ｔＤｅｓｐａｉｒとか
ｔｏｎｔｈｅＬａｃｋｏｆａ

Ｔｈｅｍｅ’という名を考えていたというし， 現在の最終連は初め次の様であった，

ｏｈｏｕｒｏｆｔｒｉｕｍｐｈｃｏｍｅａｎｄｍａｋｅ ｍｅ，ｇａｙｌ

ｌｆｂｕｒｎｉｓｈｅｄｃｈａｒｉｏｔｓａｒｅｐｕｔｔｏｆｌｉｇｈｔ

Ｗアｈｙｂｒｏｏｄｕｐｏｎｏ１ｄｔｒｉｕｍｐｈ，ｐｒｅｐａｒｅｔｏｄｉｅ；

Ｅｖｅｎａｔｔｈｅａｐｐｒｏａｃｈｏｆｔｈｅｕｎ‐ｉｍａｇｅｄｎｉｇｈｔ

Ｍａｎｈａｓｔｈｅｒｅｆｕｇｅｏｆｈｉｓｇａｌｅｔｙ；

Ａｄａｂｏｆｂｌａｃｋｅｎｈａｎｃｅｓｅｖｅｒｙｗｈｉｔｅ，
Ｔｅｎｓｉｏｎｉｓｂｕｔｔｈｅｖｉｇｏｕｒｏｆｔｈｅｍｉｎｄ，
Ｃａｎｎｏｎｔｈｅｇｏｄａｎｄｆａｔｈｅｒｏｆｍａｎｋｉｎｄ（１７｝．

この連には，悦び・力・戦いといった語が一挙に現われている，とすると戦いを強要することによっ

て， 詩心の衰えを払拭しようとする脈絡全体に注意が向けられる． 詩人の態度は相変わらず戦闘的

である，最終行ではＡ ＶＺＳＺ０７２でＭｉｃｈａｅＩＲｏｂｅｒｔｓが言う
｛Ｌｏｖｅｗａｒｂｅｃａｕｓｅｏｆｉｔｓｈｏｒｒｏｒ，ｔｈａｔｂｅｌｉｅｆ

ｍａｙｂｅｃｈａｎｇｅｄ，ｃｉｖｉｌｉｓａｔｉｏｎｒｅｎｅｗｅｄ
｛１８｝
．をＹｅａｔｓは代弁するのだが， その必死の態度の背後に苦

１６０
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悩が潜んでいるのが感じられる．仮にこの苦悩が
Ｔ彬 ０児力γαＢｏｏたけＭｏｄｅγ” ”〃’秘 で排除した受動

的苦悩ならば， 飽くまでも排除されなければならない， さらに第二部の締め括りで詩人を魅了した

のは実は理想の外観であったに過ぎないと告白するので， この連の生み出す調子には断層があると

いう事はよく指摘されるところである．もう一つ，こ・の連が本来
ｔＡＢｒｏｎｚｅＨｅａｄの最後に付け加わ

る連として用意されていたという興味深い事実がある．Ｋｏｃｈはこの部分の加筆は，それ迄の詩の展

開に比べて余りにもｔｄｉｄａｃｔｉｃ’な方向にあるという理由で，適切 でないと結論している
（１９）
．いずれに

しても，
ｔＡ ＢｒｏｎｚｅＨｅａｄの最後にこの連を加えると， 回顧に対して戦の讃歌となり

ｔＤｅｓｐａｉ と同

じパターンになるだろう． この場合
ｔ絶望’のなかでの破壊的な情感は， 或る意味で受動的であると

Ｙｅａｔｓは感じたかもしれない． そこ で
ｔＴｈｅＣｉｒｃｕｓＡｎｉｍａｌｓ’Ｄｅｓｅｒｔｉｏｎ’の最終連の本来の姿は

Ｔｈｏｓｅ ｍａｓｔｅｒｆｕｌｉｍａｇｅｓｂｅｃａｕｓｅｃｏｍｐｌｅｔｅ

Ｇｒｅｗｉｎｐｕｒｅｍｉｎｄ，ｂｕｔｏｕｔｏｆｗｈａｔｂｅｇａｎ？

Ａ ｍｏｕｎｄｏｆｒｅｆｕｓｅｏｒｔｈｅｓｗｅｅｐｌｎｇｓｏｆａｓｔｒｅｅｔ，

０ｌｄｋｅｔｔｌｅｓ，ｏｌｄｂｏｔｔｌｅｓ，ａｎｄａｂｒｏｋｅｎｃａｎ，
０ｌｄｉｒｏｎ，ｏｌｄｂｏｎｅｓ，ｏｌｄｒａｇｓ，ｔｈａｔｒａｖｉｎｇｓｌｕｔ

Ｗアｈｏｋｅｅｐｓｔｈｅｔｉ１１，Ｎｏｗｔｈａｔｍｙ１ａｄｄｅｒ
，ｓｇｏｎｅ

工ｍｕｓｔｌｉｅｄｏｗｎ ｗｈｅｒｅａｌｌｔｈｅｌａｄｄｅｒｓｓｔａｒｔ，

工ｎｔｈｅｆｏｕｌｒａｇ‐ａｎｄ‐ｂｏｎｅｓｈｏｐｏｆｔｈｅｈｅａｒｔ
（２０）
．

となる，
ｔｌａｄｄｅｒという語が鍵であるが，

ｔ梯子’は上下の比轍に関係していて， 下降はＹｅａｔｓの現実

直視を意味するからである． 前の連では詩人は梯子の上にいたのである， ここで彼は－旦梯子から

降りて， ポロや暦に目を向け， このポロや暦から再創造を始めようとする． 筆者は最後の３行を積

極的にそういう意味に解釈したい． 前述したようにＹｅａｔｓは予てから， 詩的エネルギーの発露は対

立物の闘争にあるという信念を持っていた， 既に
ｔｒａｇｇｅｄｏｌｄｍａｎ’であった彼は， どんなにグロテ

スクであるうと， 闘争に必要な情熱を求め， その態度は一段と激しくなった． これが詩人が梯子の

上にいたという意味である． し．かし誠実な芸術家の創造は， 現実を無視しては有り得ないし， 題材

はそこから出発しなければならない．そして出発にあたっては，激情は抑制されなければならない．
ＹｅａｔｓはＤｏｒｏｔｈｙＷｅｌｌｅｓｌｅｙへの手紙で， 内に秘められるべき激情について次の様に語っている，

　　

Ｗアｅｈａｖｅａｌ１ｓｏｍｅｔｈｉｎｇＷｉｔｈｉｎｏｕｒｓｅｌｖｅｓｔｏｂａｔｔｅｒｄｏｗｎａｎｄｇｅｔｏｕｒｐｏｗｅｒｆｒｏｍｔｈｉｓｆｉｇｈｔｉｎｇ．

　　

ｌｈａｖｅｎｅｖｅｒｔｐｒｏｄｕｃｅｄ
’
ａｐｌａｙｉｎｖｅｒｓｅｗｉｔｈｏｕｔｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅａｃｔｏｒｓｔｈａｔｔｈｅｐａｓｓｉｏｎｏｆｔｈｅ

　　

ｖｅｒｓｅｃｏｍｅｓｆｒｏｍｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｔｈｅｓｐｅａｋｅｒｓａｒｅｈｏｌｄｉｎｇｄｏｗｎｖｉｏｌｅｎｃｅｏｒｍａｄｎｅｓｓ

　　　

ｔｄｏｗｎ

　　

Ｈｙｓｔｅｒｉｃａｐａｓｓｉｏ
’
． ＡＩ１ｄｅｐｅｎｄｓｏｎｔｈｅｃｏｍｐｌｅｔｅｎｅｓｓｏｆｔｈｅｈｏｌｄｉｎｇｄｏｗｎ，ｏｎｔｈｅｓｔｉｒｒｉｎｇｏｆ

　　　

ｔｈｅｂｅａｓｔｕｎｄｅｒｎｅａｔｈ（２１）．

Ｙｅａｔｓの詩では隣接する詩が意味を補完するので，
てＴｈｅＭａｎａｎｄｔｈｅＥｃｈｏ’を最後に見てみよう．

Ｂｕｔｈｕｓｈ，ｆｏｒｌ
ｈａｖｅｌｏｓｔｔｈｅｔｈｅｍｅ，

ｌｔｓｉｏｙｏｒｎｉｇｈｔｓｅｅｍｂｕｔａｄｒｅａｍ；

Ｕｐｔｈｅｒｅｓｏｍｅｈａｗｋｏｒｏｗｌｈａｓｓｔｒｕｃｋ，

Ｄｒｏｐｐｌｎｇｏｕｔｏｆｓｋｙｏｒｒｏｃｋ，

１６１



川

　

上

　

武

　

志

ＡＳｔｒｉｃｋｅｎｒａｂｂｉｔｉｓｃｒｙｌｎｇ。ｕｔ，
ＡｎｄｉｔｓｃｒｙｄｉｓｔｒａｃｔＳｍｙｔｈｏｕｇｈｔ｛

２２｝
．

ここでもＹｅａｔｓは， やはりテーマの喪失を述べ， 悦びを吟味した後に弱肉強食の下界に心を動かす

のである．

　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

′乙αｓＺＰ僻削ｓではコミットメントする場の不在から， Ｙｅａｔｓは危機に直面していた， この時使われ

たｔ石’の象徴は，
ｔＡｍｏｎｇＳｃｈｏｏＩＣｈｉｌｄｒｅｎ でのｔ舞踊’の象徴の完全さを備えていない．（序でなが

ら乙αｓＺｐｏｇ“２ｓには以前頻繁に用いられたｔｄａｎｃｅ が少ないようだ．） だが彼にとって想像力の弛緩

だけは避けなければならなかった． それが活力の讃歌となり， 時に孤立した聖者のように， 時に激

しい恋人のように振舞った， しかし単に劇的に活力を高揚するだけで彼に解決の道を開くのだろう

か， 神話感覚の持主であるＹｅａｔｓは現実の肯定から始め， 単一の事実の連続である歴史に循環性を

持たせることによって再び神話に変質させなければならない． つまり神話には行為の繰り返しが意

味されているからであるが，それが彼にとっての詩的創造の活路となるのであろう．・斯くして
（Ｔｈｅ

ＣｉｒｃｕｓＡｎｉｍａｌｓ’Ｄｅｓｅｒｔｉｏｎ のように，彼個人の歴史も回帰してそこから梯子を掛けなければならな

い事を悟る．しかも抑制された情熱を秘めた
ｔｃｏｌｄｅｙｅｒを持ってであり，たとえ彼の詩的ヴィジョン

が開かれなくてもである．
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